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大阪ＹＭＣＡ国際専門学校 

校 長 鍛治田 千文 

 
 

２０２２年度自己点検・自己評価について（国際高等課程） 
 
 
Ⅰ．当校における自己点検・自己評価の取り組みについて 
  

本校では、２００５年度から、全国にあるＹＭＣＡ専修学校とともにＹＭＣＡ独自の自己点

検・自己評価を実施し、教育の改善に努めてまいりました。２００７年度の学校教育法および

同法施行規則の改正により、専修学校においても２００９年度から自己点検・自己評価が義務

づけられたことを契機に、自己点検・自己評価の内容を同法に沿う形に改め、実施に取り組ん

でいます。 
 
 
Ⅱ．２０２２年度自己点検・自己評価の結果について 
 

（１）全体的な傾向 
  自己点検、自己評価の対象範囲は総合職、嘱託に広げていますが、各々の学校に関しての理

解度や設問の取り方によって値が変わってくることも見受けられます。学校運営の項目では、

運営方針や事業策定は定められているものの、周知できていないことが分かります。また、公

立の高等学校と比較することから毎年設備については評価が低くなっています。これは、グラ

ンドや専門の教室がないことから起因するものです。全般としては、教職員が生徒のために尽

力し、かつ密な情報交換を行っている結果が推察されます。国際学科が２０１７年度より学科

改編を行った結果もあり「教育理念、目的、育成人材像」や「生徒の受け入れ募集」「国際交

流」などが高い結果となりました。 

  一方、授業評価はこれまでなされておらず、近年の課題となっています。この部分の検討・

強化の必要性が評価から見られます。 
 

（２）項目毎の現状・課題と改善方策 
（１）教育理念・目的・育成する人材像 

 ①現状と課題 

・教育理念の明確化について 
   本校は１９８０年に大阪府より専修学校としての認可を受け今日に至っており、国際高等

課程では国際学科を１９８８年、表現・コミュニケーション学科を２００５年に開設してお

ります。しかし、その歴史は１８８２年の大阪ＹＭＣＡ創立以来、最も古い記録では１８９

３年の英語夜学校設立までたどることができます。キリスト教精神に基づいて始められたＹ

ＭＣＡは、「精神」「知性」「身体」の調和の取れた全人教育を理念としており、本校もこ

れを教育理念として掲げています。今回の自己評価では、平均３.５と高い評価となってお

り、学校関係者評価も平均３.３と高い評価になっています。昨年度に比べ自己評価が０.２
高くなっており、新入職員含め、理念が浸透していることが伺えます。 

  パンフレットやホームページにはこれらを明記しており、それぞれの学科のスクールモッ

トーも明確です。生徒・保護者・教員に対しては学校説明会や入学後のオリエンテーショ

ン、日常の場面でも伝えており、国際学科では週に一度スクールモットーに照らし合わせた

自身の振り返りを行っています。中学校への案内の際にも理念に触れ、周知できるようにし

ています。今年度はオンラインでも学校説明会を実施し、より多くの教育関係者に周知でき

る機会となりました。 
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 ②今後の改善方策 

 生徒の出身中学校などに、本校の特徴と併せて周知を行なうようにいたします。また、外部

団体が主催する説明会などにも積極的に参加し、関係業界への周知を図ります。外的にはマス

メディアや新聞に取り上げてもらうなどいたしましたが、次年度は内的にもより多くの教員に

理解が行き届くよう努力いたします。表現・コミュニケーション学科では「大切にすること」

として理念を分かりやすい言葉で表現し学校活動の中に浸透させて参ります。 

 

（２）学校運営 

 ①現状と課題 

 ・運営方針、事業計画について 
   学校法人大阪ＹＭＣＡで１０年単位のビジョンを策定し、これに基づき２～３年単位の中

期事業計画を立て、それをもとに法人に属する各学校の年度単位の事業計画を策定していま

す。本校もそのプロセスを経て、中期および年度単位の事業計画に基づいた学校運営を行っ

ています。 
 ・運営組織や意志決定機関について 
   上記学校運営に関わる事業計画は、理事会・評議員会で意思決定され、学校事業責任者会

議がそれを受けて具体的な運営を行っています。本校においては、高校生事業会議でさら

に、学科の責任者がそれぞれの部門の目標、役割を明確にしつつ、部門同士の連携を図りな

がら運営を行っています。また、部門の所属スタッフは、責任者より示された職務分掌に従

って目標を理解し、役割と責任を果しています。その全体像の理解が進むよう努力します。 
 ・人事や処遇に関する制度について 
   常勤者の採用・人事・研修（一部非常勤者対象も含む）等に関しては、統括本部が管轄

し、また非常勤者等の採用や人事に関しては各学校が管轄しています。これらの要員計画

は、事業計画に基づいて策定しています。また、常勤者の処遇に関しては、人事考課制度

（ＭＢＯの活用による評価制度）を定め、これとの連動による昇進・昇級および賃金規程を

定めています。 
・情報公開について 

   自己点検・自己評価、学校関係者評価および財務情報は、ホームページで公開しておりま 
す。 

   統括本部にはＩＣＴ推進室が置かれ、全事業所の業務管理と効率化を図っており、常に改

善をしております。個人情報保護のため、全パソコンのＵＳＢ使用も禁止となっておりま

す。 

 ②今後の改善方策 

   大阪ＹＭＣＡの学校事業全体で整備に取り組み、２０１９年度より就業規則を改訂しまし

た。より公正かつ適切で明確な処遇に改善しました。 

   

（３）教育活動 

 ①現状と課題 

 （目標の設定等） 
教育理念等に沿った教育課程の編成・実施等については、教育理念を具現化するための適 
切な教育課程を編成しております。授業のみならず学校行事一つひとつにおいて毎年、丁寧

な見直しをしております。コロナ禍においても感染防止策を講じながら、学校行事を行って

参りました。 
   各学科の特色に基づき、毎年教育目標を見直し、目標達成に向けた年間計画を策定し実施

しています。 
 （教育方法・評価等） 
   時代のニーズと生徒たちの構成にあわせ、ゴールを明確にし、カリキュラムに反映させて

います。カリキュラムは毎年見直しを行い、時代のニーズに対応しています。 
   教科会議は学科毎に頻度が違い、頻度が低い学科は計画的に実施し、授業評価なども適切

に実施できるようにしていきます。 
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表現・コミュニケーション学科の職場体験については、希望者のみならず必要とされた人

に実施し、実習前研修、ライフスキルの授業など体系的に行っております。幸いにも現在は

受け入れ企業を確保出来ており、ＹＭＣＡの他法人へも受け入れ依頼をしている状態です。

国際学科においては、一人あたり４０時間のインターンシップを学科の特徴としておりまし

たが、新型コロナ感染症の拡大によりプログラムを縮小し、学内にてキャリア教育プログラ

ムを実施しました。 
 （教職員） 
 ・教員の確保とスキルの向上について 
   こちらの項目は昨年度より評価が上がりました。これは新型コロナ感染拡大防止策を講じ

ながら従来の学校行事を実施できたことにより昨年度と比較し、自己評価が上がったことが

起因すると考えます。本校では、教員のスキルの向上について、大阪ＹＭＣＡ主催のセミナ

ーを案内して参加を促し、表現・コミュニケーション学科講師会等で教員の取組などが発表

されています。今年度は教員同士の授業見学を行いました。研修授業の実施ができていない

ことが課題です。 
   教員には学年当初または学期当初にシラバスの提出を求め、部門責任者がそれをチェック

し、必要に応じ指導を行っています。 
   教職員の研修は、職員と専任教員に対しては大阪ＹＭＣＡ全体で、安全研修と人権研修が

それぞれ年２回実施されています。また高校生事業部門でも年４回合同研修会を行っていま

す。国際高等課程主催の一般教職員向きのセミナーや他団体が実施するカウンセリング研究

会やモデル校見学、教員研修等には積極的に参加するよう案内をしております。業務遂行の

ための研修は、ＯＪＴの視点を重視して日常業務の中で指導しています。 

   月に１度、アドバイザリー会議を行い、学校運営の客観的な意見をいただいていること

は、今後も継続的に実施いたします。 

 ②今後の改善方策 

授業評価の方法や内容について、今後協議・実施していきます。今までの教育方法がアク

ティブラーニングになっていると確信しておりますが、それらを評価し直し、次年度は研究

授業を実施する予定です。 

 

（４）学修成果 

 ①現状と課題 

・進学率の向上について 
   本校では、課程の特色にもとづき、進学希望者には大学担当者（国内・海外）、専門学校

担当者、職業訓練校担当者が、生徒一人ひとりの希望に応じて、計画的に進学指導を行って

います。保護者にも１年次から適切な時期に進路ガイダンスを行い、学校と家庭が協力して

支援することを行っております。国際学科は４割が関関同立早慶上智以上、２割が海外留学

と日々の学習の成果を出す事が出来ました。 
・資格取得率の向上について 

   資格取得を目標とする学科ではありませんが、英検、漢検、Ｐ検などは体系的な指導のも

とに、生徒の学習意欲を高める動機づけとして資格取得できるように努めています。 
・生徒指導と退学率の低減策について 

   複数担任制を導入し、ホームルーム、ショートホームルームで日々の様子を把握し、生徒

の学習および学校生活の情報を教職員が連携して共有することにより、退学率は大変低くな

っています。 
・卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 

   在校生はもちろん、卒業生についても動向の把握に努めております。「地域の成人式に出

にくい」という生徒の声に応え、卒業後、「２０歳の成人祝福式」を実施しております。卒

業生には月に一度の特別活動、不定期なボランティア活動、年に一度のアンケートを実施し

ております。また大阪市不登校通所事業の業務委託や尼崎市教育支援室の業務委託を受け、

そこにも卒業生がメンタルフレンドとして活躍し、就労移行支援の位置づけにもなっており

ます。卒業後の活動、評価も把握しており、相談も継続的に受けています。 

 ②今後の改善方策 
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   両学科の卒業生が、卒業後も新たな進路でやり抜ける力を育むため、カリキュラムの見直

しを行い、課題解決能力を養っていきます。 

 

（５）生徒支援 

 ①現状と課題 

・進路および生徒相談に関する支援体制について 

  本校では、国内外の大学・専門学校への進学相談をする複数の進路指導担当者と、各クラ

ス複数の担任を配置して、一人ひとりの志望と能力・資質にあわせて進路指導と生徒相談に

対応しています。 

担任だけが対応するのではなく、学校全体での支援を保護者・医療機関、場合によっては

中学校とも連携をとって行っています。「生徒・保護者からの相談体制は整備されている

か」３.５「保護者と適切に連携しているか」３.５となり高評価となっています。保護者の

評価も「スタッフは、親身に適切に対応している」が在校生保護者９３％、卒業生保護者９

５％生徒は「親身に相談に乗ってくれる」が在校生９４％卒業生９５％と高評価でした。 

表現・コミュニケーション学科では大学生から年配の方まで多様なボランティアが授業や

休み時間に生徒のサポートをしています。また、大学や専門学校との連携によりインターン

シップや実習の受け入れを行うことで、生徒にとっての多様な出会いの機会を増やすことが

できています。         

両学科とも週に一度生徒支援会議を実施しています。また必要に応じて緊急会議や継続生

徒支援会議を行い、一人ひとりの生徒を丁寧に支援しています。 

   保健室の養護教諭・カウンセラー・特別支援教育コーディネータとも十分な連携がとれ、

重篤なケースは併設する総合教育センターや他機関（病院等）への誘導も行っています。 

   反面、これらの丁寧な支援に教職員が多くの時間を費やすことが課題となっています。 

②今後の改善方策 

   高等学校、高等専修学校や専門学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みに

ついては、特定の学校のみとなっているので、学校以外の外部機関との連携も視野に入れ、

今後広げていきたいと考えております。すでに次年度の計画に組み込んでおります。 

 

（６）教育環境 

 ①現状と課題 

 ・施設・設備等について 
   本校では、専門学校の設置基準に基づき、学生・生徒が快適に学習に専念できるスペース

と施設・設備を確保しています。また、それらの整備状況を各課程・学科の責任者が常に把

握し、使用状況、使用計画、使用内規、学生・生徒に対する使用案内を行っています。 
   施設・設備のメンテナンスに関しては、責任者から上げられるレポートをもとに専門学校

責任者会議で検討し、防災センターの一括管理と更新計画に基づいて、これにあたっていま

す。オンライン配信用のＰＣの購入やプロジェクターの設置、ホワイトボードの設置など、

教育環境の改善に努めております。また、国際学科では２０２１年度よりＢＹＯＤ（一人一

台の端末を持参）を実施し、在校生の９２％、卒業生９３％がその利用について満足してお

り、効果を実感できております。 
 ・職場実習、海外研修等について 
   国際高等課程では職場実習や海外研修に積極的に取り組んでいます。 
   外部関係機関・企業との連携による職業訓練校見学やオープンスクール見学、職場実習な

どを、生徒の職業観を育てる一端としております。また、多感なこの年齢での、アジアやニ

ュージーランドでの海外研修の体験は、人としての成長を豊かにするものとなっています。

国際学科はデンマークの高等学校とも連携協定を結び、同一年度内に双方の学校が往来をし

ています。新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、２年間実施できませんでしたが、

今年度は実施することができ、参加生徒は大きな達成感を得ることができました。 
 ・防災に対する取り組みについて 
   毎年、法令に基づいた防災訓練を行っています。これは、大阪ＹＭＣＡ全体で作成してい

る「安全管理ガイドライン」に基づいて本校の防災マニュアルを作成し、それに従った要員
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の配置と役割の明確化により防災訓練を行うものです。防災訓練は、２０１１年度より従来

の火災を想定したものに加え、地震・津波の想定にも対応した訓練を加えています。また、

要員の異動等による変更は毎年確認し、責任を明確にしています。国際高等課程として独自

にマニュアルを作成し、救急法も毎年実施しております。災害時、持ち出し用の非常連絡先

カードを作成し、全員に提出を義務付けています。 
また、学内や学外での万一の場合に備え、傷害保険に加入しています。 

 ・学校行事について 
   表現・コミュニケーション学科では昨年度実施できなかった広島平和学習を２年生、３年

生に行いました。２泊３日で現地に行き、広島平和記念公園を含む碑めぐりや被爆者の方の

お話を聞くことができました。徳島市にあるＹＭＣＡ阿南国際海洋センターでの海洋プログ

ラムでは、プログラムを通じ仲間づくりを行い、成果を実感することができました。国際学

科では、デンマークへの交換留学、スキー実習、東京への修学旅行など従来の学校行事を行

うことができました。生徒に対し情報開示し、納得を得て実施できたので、満足度は高く、

充実したものになりました。 
   両学科共に課題学習発表会を実施し、生徒が自ら課題を設定し、調べ学習からさらに考え

を深め、自分の意見を伝える学習を行っています。 
②今後の改善方策 

   非常時に対応する備蓄の食糧が不足していますので、改善を図ります。 

  

（７）生徒の受入れ募集 

 ①現状と課題 

 ・生徒募集活動について 
   本校では、生徒の募集活動について、その内容や手法については教育機関としての節度を

持ち、適正に行うよう努めています。広報に用いるパンフレットやＷｅｂサイトは、教育内

容、進学状況等が、生徒や保護者の立場からわかりやすく理解できることを常に意識し、作

成しています。表現・コミュニケーション学科は、２０２２年度より定員を５０名とし、よ

り多くの生徒を受け入れられるようにしました。 
   学内における説明会や個別相談に対して、適切な対応ができるための研修を行い、相談後

も入学に至るまでのフォローアップを行っています。 
 ・入学選考について 
   入学選考を適正かつ公平に行うため、入学募集要項に入学選考方法の基準を記載していま

す。 
 ・学納金について 
   理事会・評議員会において、各課程・学科における入学金、授業料、実習費等の学納金

が、学生・生徒の人数、教育内容、教育環境に照らし妥当なものであるかどうかの検討を経

て、決定しています。 
 

（８）財務 

 ①現状と課題 

 ・学校の財務基盤について 
   本校では、統括本部財務と学校事業本部が連携して、学校の財務基盤について中期計画を 

立て、執行状況に関しては毎年半期ごとの理事会・評議員会のチェックを経て、財務状況、

資産内容や資金内容の管理を行っています。 
課題としては、新型コロナウイルス感染症の影響や国際関係、世界経済状況等により、留

学生の入学者数が大きく左右されるため、留学生事業以外の収入による安定した収入基盤の

確立が上げられます。 
・予算・収支計画について 

   予算・収支に関しては、中期計画、年度計画に基づいて執行しています。予算・収支の総 
額および収支各項目の妥当性は、理事会・評議員会においてチェックがなされ、予算の問題

点や今後の動向については業務組織に対する指摘が行われます。 
 ・会計監査について 
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   半期ごとに年２回、監事による会計監査と監査法人による会計監査を適正に行っており、 
理事会・評議員会に報告しています。 

 ・財務情報の公開 
   自己点検・自己評価を公開するにあたって、財務情報の公開も行っています。 
 ②今後の改善方策 

   安定した収入基盤の確立のため、また多文化理解向上やグローバルな人材育成のために

も、国際学科は２０１５年に学科改編をしました。留学する生徒が年々増えていますが、ク

ラス運営とのバランスや留学時期を検討していきます。表現・コミュニケーション学科は定

員の充足を図ります。 

 

（９）法令等の遵守 

 ①現状と課題 

・本校におけるコンプライアンスについて 
   本校では、学校事業本部、法人を取り纏める統括本部に法律の専門家を顧問として配置

し、新制度や規則の制定、各種届出などの際に多角的なチェックを行うなど、法令等を遵守

する体制を構築するとともに、学校事業本部、統括本部への報告を通じて、運用が適切であ

るかどうかを検証しています。 
・個人情報の保護対策について 

   本校では、２００５年以来、大阪ＹＭＣＡ全体で定めた個人情報保護ガイドラインに基づ

き、学校に必要な個人情報の保護を、学校事業本部主導のもとに運用し、毎年の講師会にお

いて常勤者・非常勤者ともにそのルールについて注意喚起を行い、個人情報の保護に努めて

います。 
・自己点検・自己評価の実施・改善と結果公開について 

   全国のＹＭＣＡ専門学校グループとして２００５年から独自の自己点検・自己評価を行っ

ていましたが、公表はしていませんでした。２００８年度から自己点検・自己評価の実施と

ともに、公表することも義務化されたことから、積極的に公開しております。 
 ・第三者機関による評価について 
  本校ではこれまで第三者機関による評価は実施しておりませんでしたが、学校関係者評価

は学内に定着させております。今後第三者機関の意見を取り入れることが課題です。 

 ②今後の改善方策 

第三者機関の意見を取り入れられるようにします。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

 ①現状と課題 

   本校では、ＹＭＣＡの特色を活かし、多くの社会活動に取り組んでいます。学校行事とし

てのボランティア活動はもとより、ＹＭＣＡ全体行事として、また土佐堀地域活動委員会と

の連携、ＹＭＣＡのサポートクラブであるワイズメンズクラブとの連携、大阪市や西区役所

との連携により数々の社会活動を、生徒と共に行っています。 
   地域に対する公開講座・教育訓練については、国際高等課程内のＹＭＣＡ総合教育センタ

ーにおいて、一般や教職員を対象として実施しています。オンラインで実施することで、よ

り多くの方に受講いただけるようになりました。 

   表現・コミュニケーション学科アートクラブでは今年度も淀川キリスト教病院の季節のデ

コレーションを作成しました。また大阪メトロの駅に生徒作品の展示要請があり、協力をい

たしました。 

  「ピンクシャツデイ」の取り組みはいじめ防止のための大きな一歩となりました。 

地域コミュニティ作りのためのとさぼりカーニバルは学校行事として位置づけておりま

す。今年度は地域の子どもたちやその保護者など約１０００人の来場者がありました。コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、飲食の販売はできませんでしたが、その分生徒は工夫を凝

らしバザーやゲームコーナーなどの模擬店を出店しました。子どもたちや保護者の方にご参

加いただきその利益を寄付することができました。３年生はＳＤＧｓについて学び、グッズ

の作成販売や、ゲームコーナー、ポスター展示など啓発活動を行い、その利益を寄付するこ
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とで社会課題に貢献しました。国際学科では、スクールフェスティバルと位置づけパフォー

マンス披露や模擬店販売を行いました。 

（１１）国際交流 

 ①現状と課題 

   大阪ＹＭＣＡ国際専門学校にはビジネス専門課程を中心に留学生が４００人以上在籍して

いることや、国際学科においては在籍生の中に外国籍、外国にルーツがある生徒が５割、ま

た法人内にＹＭＣＡインターナショナルスクールをもち、世界の１２０の国と地域にＹＭＣ

Ａがあり、国際交流をするには、大変恵まれた状況にあります。生徒たちは多様な国籍の人

たちとの空間を日常的に過ごしています。 

 ②今後の改善方策 

   学校内が地球であるという考えのもと、今後も多様性を生かし、生徒たちがグローバルな

視点で平和を考えていけるように、その機会を提供したいと考えています。 
 
 
Ⅲ．２０２２年度外部アンケートについて 
 

（１）全体的な傾向 
昨年に引き続き外部アンケートを実施いたしました。生徒にはホームルームを利用して実

施、保護者には郵送し、回答は生徒を通じて提出していただきました。 

外部アンケートは昨年通り全般に高評価です。学校関係者評価では、外部アンケートの評価

の高さに驚かれ、非常に高い評価をいただきました。在校生が「この学校に入学してよかっ

た」が８４％、卒業生においては９８％となっており、卒業してから学校の良さがわかると思

われます。卒業生の保護者に関しては「この学校にお子様を入学させて良かった」が９５％と

なり、教職員、学校関係者も非常に驚く数字になっており、学校に対して深い信頼関係ができ

ていたことがわかります。 

 

（２）項目毎の現状・課題と改善方策（在校生・卒業生） 
（１）学習態度 

 ①現状と課題 

生徒自らの態度について問うものですが、この項目だけは設問に対して「そう思わない」 
と書いているものがあります。顕著であるのは「遅刻はしていない」に関しては「そう思わ 
ない」が３６％と約３人に１人が自身が遅刻をすることがあると自覚しています。不登校 
経験のある生徒が多いこともひとつの原因と思われます。それ以外では、概ね評価は高いと 
言えます。 

 ②今後の改善方策 

  遅刻をすることがあると自覚している生徒について、引き続き生活改善や対策を共に考え、

改善を目指していきます。 

 

（２）授業 

 ①現状と課題 

   各評価項目はおおむね８０％以上が「そう思う」「ややそう思う」となっています。生徒

にとっては満足のいく授業に改善したと受け止めております。習熟度別のクラスに対して

も、機械的に点数でわけるのではなく、必ず生徒の気持ちを尊重して行うことが反映されて

いることと思われます。特に「授業はわかりやすい」には在校生２％、卒業生０％が「そう

思わない」となっており、教員の努力がみられます。少人数制のクラスやアクティブラーニ

ングを実践していることもこの評価につながったと思います。 
   
（３）学校行事 

 ①「学校行事が楽しみである」の項目は「あまりそう思わない」「そう思わない」が在校生２

５％、卒業生２１％となり、行事が苦手な生徒も多い中、事前の準備や保護者への説明会

などにより、比較的低く抑えられていると考えられます。 
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 ②今後の改善方策 

学校外の方々と共に活動する学校行事は多く、また行事準備への時間を多くとっていま

す。不登校経験が長く、人と集団で活動する経験が少ない生徒が表現・コミュニケーション

学科には多く、学校行事は敷居が高いところもあると認識し学校行事の取り組み方を工夫い

たします。 

 

 

（４）生徒支援 

 ①現状と課題 

両学科とも高い評価でした。「教職員は親身に相談にのってくれる」在校生９４％、卒業

生９５％でした。複数担任制や職員が生徒に関わっていることがこの評価に繋がったと考え

ます。 
 

（５）学校生活全般 

 ①現状と課題 

「校内の施設や設備は充実している」が在校生は５９％、卒業生が８３％となり、徐々に改

善していることが見えてきたと思われます。 

②今後の改善方策 

学校の施設・備品の老朽化に関しまして、引き続き計画をたて改善していきます。 
 

（３）項目毎の現状・課題と改善方策（保護者） 
（１）学校運営全般 

 ①現状と課題 

「この学校にお子様をいれて良かった」は、「そう思う」「ややそう思う」をあわせる

と、在校生保護者は９４％、卒業生保護者が９５％となり、非常に高評価となっています。 
  

（２）教育内容 

 ①現状と課題 

   ほとんどの項目で「そう思う」「ややそう思う」を合わせると８０％を超えており、教育

内容には理解と賛同を得ていると受け止めております。「学校行事以外でも生徒が活動でき

る場が充実している」には「そう思わない」が在校生保護者３６％、卒業生保護者３５％と

他の項目と比べ評価が低くなっています。新型コロナ感染症拡大の影響を受け、行事以外の

活動の縮小を行ったことが原因と考えます。今後、学校行事以外で生徒が活動できる場とし

てクラブの充実や地域行事への参加を図って参ります。 
   
（３）健康管理 

 ①現状と課題 

   ９４％が適切になされているという評価は、保健室運営内容の日々の充実、健康診断の結

果にあわせた再検査の実施、日々の健康チェックが理由だと考えられます。 

 ②今後の改善方策 

健康管理は生徒の安全に繋がる大切なものです。思春期の身体と心づくりは、後々にも大 

きく影響します。また、新型コロナウイルス感染症予防の観点からも毎日の体温測定を継続

してまいります。 

これからも学校と家庭で生徒の健康を見守っていく考えです。 

 

（４）生徒支援 

 ①現状と課題 

ほとんどの項目で「そう思う」「ややそう思う」が９０％以上となっています。特に「お 
子様には親身に適切に対応している」が在校生保護者９３％、卒業生保護者９５％となって

おり保護者から信頼を得ている成果だと受け止めております。日々の様子は担任を通して家

庭にお知らせしています。また担任にすべてを任せるのではなく、週に一度の生徒支援会議
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などを通して学科全体で生徒を支援しています。「生徒間のトラブルの対応」については、

在校生保護者は８０％、「学校は家庭と連携した生徒支援ができている」在校生保護者は８

６％であり、在校生保護者のトラブル対応、家庭との連携についての不満が伺われます。他

の項目が非常に高い満足度の中では改善の必要があります。 
 ②今後の改善方策 

複数の担当者を設置し、多面的に支援できる体制を整えると共に、必要に応じて、養護教

諭やスクールカウンセラー、ＹＭＣＡ総合教育センターと連携し、生徒を支援していきま

す。また、複数担任制により、生徒間トラブルに迅速に対応し、適切な保護者との連携に努

めます。 
 

（５）保護者 

 ①現状と課題 

両学科とも高い評価でした。保護者交流会やＰＴＡは卒業してからも参加していただける

仕組みにしていることも一因かと思われます。 

②今後の改善方策 

編入生保護者にも、丁寧な対応や、適切な情報をお伝えしていきます。 

 

（６）情報公開 

 ①現状と課題 

「学校のＨＰはわかりやすい内容になっている」は在校生保護者８５％、卒業生保護者８

８％と評価が高くなりました。また、「さくら連絡網」という一斉配信のシステムを導入

し、タイムリーに情報を共有することができるようになりました。さくら連絡網について保

護者は９０％以上が有効であると回答いただきました。 

②今後の改善方策 

   今後も、ホームページやインスタグラムを通じて、適切な内容をタイムリーに頻回にアッ

プロードしていきます。また、もう少し早く連絡が欲しかったとの意見もありましたので、

さらにタイミングに留意して配信し「さくら連絡網」を有効活用してまいります。 

 

 

             以 上 




